
 

 

 

 

響くはエール 

                                  校長 井田 博隆 

 

 

 

 

 

 

 

５月 21 日（木）、ひと月半の臨時休業から開け、ようやく学校が再開しました。偶数学年と奇

数学年に分けての時差登校、加えて、前後の間隔を２メートル空けて、１人ずつの入場という「新

しい生活様式」で登校日初日が始まりました。迎える児童玄関の高窓には、「おかえりなさい や

さしくつよく 再スタート」の横断文字。この日を待ちわびていた子供たちが、マスクからあふれ

でそうな笑顔と元気なあいさつで、その下を通って久しぶりに校舎の中へと戻ってきました。 

１年生の子供たちは、馴らしの猶予もあまりない中、さっそく、学習のルールや休み時間の約束

等、教えられたことを次からもしっかりとやれるようにと頑張っていました。お帰りの時も、「何

時にどこで」「歩いて帰ってね」など、みんなしっかりとおうちの方との約束を覚えていて、不安

げな様子の子供も見られず、頼もしい限りで一安心しました。 

さて保護者の皆様方には、長きに渡る臨時休業中、大変お世話をおかけいたしました。その中で、 

・学年で課されたプリントを一枚一枚丁寧に一所懸命に書き上げてきた子供 

・おうちの方が出題された計算の予習問題で、自学ノートをいっぱいに埋めてきた子供 

・家の周りの春見つけをして、見つけた春の植物をスケッチし、花びらの色や形、枚数、おしべ

やめしべの本数まで細かに観察してカードに記録していた子供 

・自粛疲れ解消を兼ねて家族ででかけた釣りで、釣った魚の生態を図鑑に書き上げてきた子供

等々 

たくさんの子供たちの頑張りに触れることができました。またそこに保護者の皆様の、子供たちへ

の温かなかかわりが、そして優しい言葉かけが垣間見ることができ、お父さんお母さんが、ご家族

の方々が、子供たちをしっかりと支えてくださっていたことに、感謝の念が尽きません。限られ閉

ざされた中で、自分の、また我が家のルーティーンを見出すのはさぞかし大変だっただろうと想像

します。担任の先生方もそんな子供たちの状況に思いを馳せ、その中で見せてくれた一人一人の頑

張りに、心を寄せながら課題の点検をしていました。誰かへのエールは、贈られた誰かの頑張りを

生み、誰かの頑張りは、また他の誰かの頑張りを後押しし、感動へとつながります。強いては皆の

輝く未来へとつながるものと信じます。 

エールと言えば、「日本のマーチ王」と謳われ、「オリンピックマーチ」や「栄冠は君に輝く」等

を作曲した、昭和を代表する作曲家である古関裕而氏を主人公のモデルとした、NHKの朝の連続

テレビ小説「エール」が現在放映中です。今年の朝ドラで、氏にスポットを当てたのは言わずもが

なで、今年が東京オリンピック開催の年であったからに違いありません。しかし、新型コロナウィ
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ルス感染症が世界規模で蔓延し、「2020 東京オリンピック」は延期、おまけに、春に続き、夏の

全国高等学校野球選手権大会も先頃中止が決定し、ドラマ制作者には予期せぬ逆風が吹き荒れ、「不

運の朝ドラ」とも言われかねない状況に陥りました。しかし、この３月末に新型コロナウィルス感

染症で亡くなった志村けんさんや、野田洋次郎さんといった個性豊かなキャスティングが話題性を

呼び、おいては、正に先行きの不確かなこのご時世への応援であるというメッセージ性が大衆の共

感を得て、逆に人気が高まってきているといいます。このドラマともども、子供たちや私たちにも、

この不測の展開を逆手にとって、今後新たな音色が優しく、そして力強く響き渡る日が来ることを

期待します。 

学校の運動会の入場行進でもお馴染みの「スポーツショー行進曲」 

もまた、古関氏の作曲した曲です。この夏、オリンピック、高校野球 

と流されることのなくなった氏の行進曲が、「３度目の正直」とばかり、 

本校のグラウンドいっぱいに響き渡る中、再開後の学校での子供たちの 

力強く頑張る姿を、保護者、ご家族、地域の皆様にご披露できることを願っています。前奏 16呼

間ののち、左足からその場足踏み開始、そして「前へ進め」の号令一声で力強く行進始め！子供た

ちの学びもまた前進あるのみで、止めるわけにはいきません。学校再開を機に、子供たちの学び合

う場の確保に向けての決意を、一層新たにしているこの頃です。 

 

※ 主題歌の歌詞も素敵なので記載します。特に２題目からＢメロに続く箇所の詩が好きです。 

 

「星影のエール」 by GREEEEN 

 

泣いて 生まれて 響く命 

きっと嬉しくて 笑っているんだ 

僕らはきっと 出逢うでしょう 

手を引き 背を押し 出逢うでしょう 

 

きっといつか今日の日も 意味を持ってほら 

耳をすませば  

星の見えない日々を 超えるたびに 

互い照らすその意味を 知るのでしょう 

愛する人よ 親愛なる友よ 

遠くまで 響くはエール 

 

明日は きっと いい天気 

青き春もまた そうであれ 

白紙の物語に 何を描くのか 

誰と描くのか 

 

星の見えない日々で 迷うたびに 

誰か照らす その意味を知るのでしょう 

愛する人よ 親愛なる友よ 

あなたこそが エール 

 

昔々からほら 1000 年もその前も 

僕ら迷わぬように 星に名前をつけた 

誰よりも私には 輝く星ほら  

夜明け前の空 

 

時に私の後ろに光る星 

伸びた影と 寄り添って歩いてく 

いつまでも エール 

 

朝も昼も夜もずっと そこにある 

暗闇にほら響け 一番星 

愛する人や 親愛
と も

と呼べる人に 

出逢エール 

愛する人よ 親愛なる友よ 

星影に 響くはエール 

 


